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飛
騨
白
川
の
戸
口
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飛
躍
白
川
の
犬
家
族
制
に
つ
い
て
は
既
に
屡
々
論
活
さ
れ
た

所
で
あ
り
、
夜
に
そ
の
構
成
を
説
明
す
る
必
要
は
な
い
が
、
目
配

近
知
り
得
た
戸
口
に
胤
聯
し
て
数
-
一
日
を
貸
し
た
い
と
刊
山
ふ
。

白
川
の
大
家
族
制
を
以
て
古
パ
犬
家
族
制
の
造
物
と
見
る
捻

も
あ
る
が
信
じ
難
い
。
天
民
十
三
年
の
大
地
震
以
前
に
は
中
切

方
酎
に
接
近
し
て
師
事
城
下
回
百
戸
或
は
一
千
戸
と
禍
へ
ら
る

る
一
大
衆
落
が
存
住
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
J

そ

れ
が
犬
家
族
制
で
あ
っ
た
と
は
忠
へ
友
い
。
徳
川
時
代
に
な
っ

て
自
然
的
人
錦
的
に
生
活
が
同
定
化
さ
れ
、
且
蛍
時
は
我
図
一

般
に
も
分
家
分
地
の
制
限
が
行
は
れ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
か
ら
、

第
四
十
七
巻

第

競

一
一

四

i¥. 

所
謂
大
家
族
制
が
起
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
天
保
二
年
U
三
島

E
英
の
著
「
白
川
奇
談
」
に
『
尾
岬
よ
り
平
瀬
ま
で
を
中
切
と
い

ふ
。
此
廃
刊
領
高
〈
川
深
し
、

土
地
狭
け
れ
ば
宍
男
三
男
出
生
し

て
も
」
気
持
を
分
く
る
と
い
ふ
と
左
友
く
代
々
同
居
し
て
、
(
中

此
官
J

社、'ヨ
H.
土
vuH
〉
し
ご
一
一
元
町
之

γ
f
こ
ご

24t
〉
ヨ
ヲ
「

m

一一一之

礼

I
E
l
i
-
-右
V
-
J
-〈一」
5

」

F
Eキ
ド
寸
オ
均

4
問
レ
し
て
周

け
れ
ば
吠
列
↓
一
一
男
も
分
付
川
L
唱
家
計
収
も
議
悼
し
り
な
目
土
町
叫
J

ミ
さ

E

A

i

〈

二

i
J
4

せ
で
』
一
五
々
と
あ
り
、
更
に
湖
っ
て
延
享
三
年
の
「
飛
騨
図
中

案
内
」
に
放
す
る
所
の
戸
数
が
徳
川
末
期
の
分
と
た
差
な
き
こ

と
を
見
れ
ば
、
共
頃
に
も
既
に
た
家
族
制
の
あ
っ
た
と
と
が
考

へ
ら
れ
る

J

近
年
家
屋
税
徴
収
に
際
し
て
調
士
賀
さ
れ
た
犬
家
屋

の
家
齢
が
六
百
年
以
上
の
も
の
三
戸
、
共
他
長
瀬

ω一
大
塚
家
は

六
百
年
、
山
下
家
は
三
百
年
、
中
谷
家
は
二
百
五
十
年
を
経
て

ゐ
る
山
で
あ
る
が
、
今
日
犬
家
族
の
住
ん
で
ゐ
る
大
雪
友
一
家
が

か
t
A

る
家
齢
を
数
へ
る
こ
と
は
、
昔
も
向
桜
の
家
族
が
住
ん
で

ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
犬
家
族
制
が
徳
川
時
代
の
相
官
早
い

時
代
に
存
注
し
て
ゐ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
一
傍
設
と
友
り
得

る
も
の
で
は
友
い
か
と
忠
ふ
。

小山隆、越中五偽ーiJj，及び飛腕白川地方に於ける家族構成の研究、研究論集(高
岡市内)第六巻二披124頁
角竹客室主、三島正英の事ども、ひだ'U'.と、第五年七蹴
野村E治、白川村大家族制度内lJt獄、飛痢1'.史主主第寸径七披
赤木持、白川村の大家族制度をめ「る諸問題、ひだ1フごと、第四年 1ニ銃

2) 
3) 



こ
の
何
百
年
か
の
歴
史
を
持
つ
で
あ
ら
う
大
家
族
制
度
も
、

分
散
せ
ん
と
す
る
布
様
で
あ
り
、
家
族
員
数
の
如
き
も
次
第
に

明
治
年
聞
に
は
既
に
表
制
刊
の
過
程
を
辿
っ
た
。
時
勢
の
趨
く
所

家
族
の
統
制
は
昔
日
の
如
く
厳
た
ら
や
、
従
で
犬
家
族
は
漸
く

見
ゃ
う
。

縮
小
の
傾
向
を
辿
っ
て
ゐ
る
。
市
ー
に
白
川
村
の
戸
数
及
人
口
を
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加
相
川
良
一

総

原

↑

有
家
ケ
原
一

斑

倉

一

d
白
川
一

(
備
考
)

飛
騨
白
川
の
戸
口

主~与

""ヨ三三五五n. ;;;:'ξ 

九六宜回二戸、
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一
一
ヰ

フ可プマヨ'" ，国，.す
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ノ、ヨ丘三三三fi. -'円、

へ七回三民九
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'"豆ζ 三三五プミ
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CJ II..正八

ノ、 アて llJ;l -+.::; ./、
一一三一三三ー=--sーー三L

ヨ-;: .司
延
享
一
一
一
年
の
戸
数
は
「
掛
川
郡
闘
中
出
来
内
」
、
誠
永
六
判
的
数
字

は
「
大
到
郡
山
広
」
、
明
治
初
年
は
明
治
ニ
年
乃
至
六
h
a
則
的
数

巾
?
で
あ
コ
亡
「
斐
米
後
川
内
土
記
」
に
掲
げ
ゐ
島
で
あ
L
。
刷
れ
と

の
分
は
人
口
に
つ
き
十
人
未
満
の
薮
を
示
し
て
ゐ
な
い
か
ら

一
戸
平
均
人
員
を
算
出
せ
な
い
。
明
治
九
年
の
分
は
小
山
隆

氏
調
、
明
治
』
一
十
一
年
は
高
木
正
義
氏
稿
「
飛
隣
の
白
川
村
」

所
載
の
も
の
、
明
治
四
十
二
年
と
あ
る
は
同
年
末
現
在
の
現

住
人
口
で
官
て
私
の
調
査
せ
る
も
の
、
木
正
七
年
四
分
は
一
附

同
博
士
時
昭
和
三
年
は
岡
村
靖
次
民
一
時
昭
和
十
二
年
ば

阿
年
末
現
在
現
住
人
口
で
私
が
白
川
村
役
場
に
照
合
し
て
知

P
得
た
る
も
の
で
る
る
。
狛
明
治
四
十
年
末
現
在
回
数
字
も

存
す
る
が
、
四
十
三
年
の
数
字
と
大
差
が
な
い
か
、
白
省
略
し

た
c

右
の
数
字
は
、
そ
の
判
質
に
於
て
必
や
し
も
一
致
し
て
ゐ
た

ぃ
。
例
へ
ば
大
正
七
年
開
和
三
年
の
分
は
響
祭
訓
で
現
住
人
口

数
で
あ
り
、
明
治
四
十
二
年
及
昭
和
十
二
年
の
分
は
村
役
場
制

に
よ
る
現
住
人
口
数
で
あ
る
。
然
し
何
れ
に
し
て
も
尾
榊
乃
至

ノ、 ご二 三三 E可 Cニコ刷.
~己---三孟ー担ー

六4 ヨ正三己プミ寸g

プL 芳、三三三E‘"二2
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木
谷
の
所
四
明
中
切
地
方
特
に
長
瀬
・
御
母
火
市
水
谷
等
に
於
て

Cコ三三ニニア" (ニJ

-・・
自己ーぷー三'--ー孟己.

3
h
X
Lリ
十
札
、
，
司
t
，

ぁ

戸

川

-
F
J
H
J
t
/五
E
治
4
J
/
¥

耐
も
明
仙
川
末
年
以
後
そ
れ
等
乃
敏

tf

J

(

d

i

p

d

 

が
漸
減
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
昭
和
以
後
卒
瀬
に

於
て
は
戸
数
の
品
川
口
加
著
し
心
一
戸
牧
容
人
員
が
桜
め
て
小
と
な

り
、
長
潮
・
御
母
衣
・
木
日
付
を
除
い
た
中
切
地
方
の
一
戸
収
容

人
員
数
は
最
近
五
六
人
在
皮
を
出
で
や
、
我
凶
一
般
の
欣
況
と

大
差
泣
き
に
至
っ
た
事
が
明
か
で
あ
る
。

更
に
所
謂
大
家
族
制
の
家
と
し
三
相
名
な
遠
山
・
大
塚
共
他

諸
家
に
つ
い
て
見
る
も
、
そ
の
現
住
口
数
は
甚
だ
減
少
し
て
ゐ

る
。
邸
ふ
り
次
の
如
〈
で
あ
号
令

，
峰
山
家
(
御
旬
衣
)

大
塚
山
本
(
長

山
下
一
五
(
長

一}LfJ日1
il~i官
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理向昭
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二
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こ
ん
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小山氏前掲論文参照{
|叫材利卒、飛騨illlll2z8頁以下にl陣載
耐用徳三、制糖製全集第二巻183頁
附村立17次、飛騨白川村のえ本族制54頁
平瀬に水力霊童屯所目出来たこともそのー原凶ではな1ρ かと忠ふ。

i品川博士、前f品番184頁。岡村珂J次、前掲書55頁

)
)
)
)
)
)
 

A神

R
J
r
h
u
"
J
O
A
υ
Q
d



中
谷
家
(
長
瀬
)
(
四
一
一
)
一
三
(
三
五
)
二
七
三
廿
)

(
備
考
)
括
狐
内
白
数
字
は
在
籍
口
数
を
示
ナ
。
在
籍
者
数
と
現
住
者

教
と
の
差
違
に
つ
い
て
は
、
大
正
七
年
に
踊
同
博
士
の
調
査

さ
れ
た
所
が
最
も
詳
細
で
あ
る
か
ら
、
試
み
に
之
を
韓
載
す

れ
ば
失
の
如
〈
で
あ
る
。
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長

瀬

一

平

¥
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d

若
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吉
一
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三
四
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S
T
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二

九
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七

守

家

二

八
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七

1

山本↓一一一

一
九
六
一
K

家
一
八
一
六
一
T

宗
一
九

九一
T

京
一
八
一
四
一
日
一
部
一
九

一N

家
=
一
五
一
=
一
一
M

家
一
一
一

S

家
二
二
一
三
一
Y

家

九

A

家
一
六
一
一

U

家

一

五

二

T
G
家
十
一
四
一

O

K
V
占

恭

一

三

九

Y
O
家

一

一

八

M. T () '1・
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友
ど
も
行
は
れ
て
、
崩
壊
の
抱
を
現
は
し
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が

共
後
に
ゐ
け
る
運
輸
交
通
機
関
の
委
達
、
附
近
に
ふ
お
け
る
企
業

の
愛
生
等
、
経
済
欣
態
の
抽
変
化
や
時
運
の
進
展
が
、
精
神
的
に

も
物
質
的
に
も
大
友
る
影
響
を
随
一
へ
て
犬
家
族
制
を
崩
壊
へ
と

導
い
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
c

四

と
の
大
家
族
制
度
の
性
質
に
つ
い
て
は
、

一L

々
に
は
之
在
以

で
封
建
的
諸
僚
件
に
規
定
3
れ
た
も
の
で
、

家
族
は
隷
奴
よ
り

は
緩
和
さ
れ
た
割
態
で
あ
る
E
F
一
し
で
も
、

能
役
義
務
を
持
。
農

六

奴
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
従
っ
て
と
の
制
度
を
以
て
家
内
賦

役
制
の
犬
家
族
な
り
と
の
見
解
が
あ
る
。
之
に
謝
し
て
は
、
家

長
と
家
族
と
の
闘
係
は
停
統
と
習
俗
と
が
支
配
せ
る
だ
け
で
、

構
力
意
志
が
専
制
的
に
支
配
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
た
い
。
背
は

円
余
長
は
家
族
民
の
岬
労
働
と
生
活
と
を
監
併
す
る
だ
け
で
自
分
は

以
上
の
数
字
に
よ
っ
て
犬
家
族
制
崩
壊
の
勢
を
察
す
る
こ
と

が
出
来
る
が
、
既
に
明
治
の
末
年
に
於
て
中
切
地
方
に
て
分
家

居
住
せ
る
も
の
が
あ
り
、
他
地
方
へ
出
で
L
八
究
家
離
籍
し
た
も

の
は
更
に
多
く
、
ま
た
他
地
方
へ
の
出
稼
や
北
海
道
一
へ
の
移
住

飛
騨
白
川
内
戸
口

殆
ん
ど
狩
働
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
家
族
町
民
と
八
刀
け

隔
で
な
く
一
絡
に
な
っ
て
弁
働
し
て
ゐ
る
。
出
家
族
の
労
働
は

般
農
民
よ
り
苛
酷
な
わ
け
で
は
な
く
・
生
活
欣
態
も
決
し
て
悪

い
と
い
ふ
の
で
は
友
い
。
休
日
そ
の
他
の
自
己
の
た
め
の
持
働

第
四
十
七
を

第

銃

五

四
四
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管
一
体
棟
棒
理
論
の
一
修
E

印
ち
シ
ン
ガ
イ
仕
事
も
巌
諸
に
い
へ
ば
家
長
の
所
布
地
を
使
ひ

家
長
の
生
産
手
段
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
紋
等
の
賓
際
の

感
情
で
は
、
自
分
た
ち
の
仲
間
の
土
地
で
自
分
た
ち
の
共
別
の

道
具
で
働
い
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
而
も
大
家
族
生
活
の
中
に

却
て
一
般
農
家
で
見
ら
れ
な
い
や
う
た
一
種
特
別
た
心
易
さ
と

落
っ
さ
と
を
経
験
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
〈
協
同
開
狗
特
の
生

活
気
分
で
刺
し
み
深
い
九
品
的
た
司
令
聞
気
が
味
以
ら
れ
る
E
C

訟

る '0，い
。~て

を
り

農
奴
と
し
て
σ〉
家
内
賦
干生
器IJ
で
は:
た
L 
と
し
可ご
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